
選挙運動用自動車一般運送契約書 
（一般乗用旅客自動車運送事業者との契約）  

 
 （以下「甲」という）と  

 （以下「乙」という）は  
　阪南市議会議員一般選挙に使用する一般運送自動車について次のとおり契

約する。  
 
第１条　この契約の内容は、次のとおりとする。  
　　１．車種及び自動車登録番号又は車両番号  
　　　　車種   番号   
　　２．期　間　　令和　　年　　月　　日～令和　　年　　月　　日  
　　３．運送契約金額（上記期間中）  
 １日   円×   日＝   円（税込） 
 
第２条　この契約に基づく契約金額については、甲に係る供託物が公職選挙法

第９３条の規定により阪南市に帰属（没収）することにならなかった

場合においては、乙は阪南市の定める限度内で市長に請求するものと

する。  
　ただし、当該請求金額が契約金額より少ないときは、甲は乙にその

不足分を支払うものとする。  
２　供託物が阪南市に帰属することになる場合は、甲は乙に全額を支払

うものとする。  
 

第３条　この契約に定めるもののほか、必要な事項は、甲・乙が協議して定め

るものとする。  
 
　上記契約を証するため、本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各１通を

保有する。  
 
　令和　　年　　月　　日  
 
 甲（候補者）  
 住　所   

 氏　名  ○印  
 乙（事業者）  
 住　所   

 氏　名  ○印  
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自動車賃貸借契約書 
 

 （以下「甲」という）と  

 （以下「乙」という）は  
　阪南市議会議員一般選挙に使用する自動車の賃貸借について次のとおり契

約する。  
 
第１条　この契約の内容は、次のとおりとする。  
　　１．車種及び自動車登録番号又は車両番号  
　　　　車種   番号   
　　２．期　間　　令和　　年　　月　　日～令和　　年　　月　　日  
　　３．賃貸借料金（上記期間中）  
 １日   円×   日＝   円（税込） 
 
第２条　この契約に基づく契約金額については、甲に係る供託物が公職選挙法

第９３条の規定により阪南市に帰属（没収）することにならなかった

場合においては、乙は阪南市の定める限度内で市長に請求するものと

する。  
　ただし、当該請求金額が契約金額より少ないときは、甲は乙にその

不足分を支払うものとする。  
２　供託物が阪南市に帰属することになる場合は、甲は乙に全額を支払

うものとする。  
 

第３条　この契約に定めるもののほか、必要な事項は、甲・乙が協議して定め

るものとする。  
 
　上記契約を証するため、本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各１通を

保有する。  
 
　令和　　年　　月　　日  
 
 甲（候補者）  
 住　所   

 氏　名  ○印  
 乙（事業者）  
 住　所   

 氏　名  ○印  



選挙運動用自動車運転契約書 
 

 （以下「甲」という）と  

 （以下「乙」という）は  
　阪南市議会議員一般選挙に使用する自動車の運転について次のとおり契約

する。  
 
第１条　この契約の内容は、次のとおりとする。  
　　１．契約期間　令和　　年　　月　　日～令和　　年　　月　　日  
　　２．契約金額  
 １日   円×   日＝   円  
 
第２条　この契約に基づく契約金額については、甲に係る供託物が公職選挙法

第９３条の規定により阪南市に帰属（没収）することにならなかった

場合においては、乙は阪南市の定める限度内で市長に請求するものと

する。  
　ただし、当該請求金額が契約金額より少ないときは、甲は乙にその

不足分を支払うものとする。  
２　供託物が阪南市に帰属することになる場合は、甲は乙に全額を支払

うものとする。  
 

第３条　この契約に定めるもののほか、必要な事項は、甲・乙が協議して定め

るものとする。  
 
　上記契約を証するため、本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各１通を

保有する。  
 
　令和　　年　　月　　日  
 
 甲（候補者）  
 住　所   

 氏　名  ○印  
 乙（運転手）  
 住　所   

 氏　名  ○印  



燃料供給契約書 
 

 （以下「甲」という）と  

 （以下「乙」という）は  
　阪南市議会議員一般選挙に使用する自動車の燃料の供給について次のとお

り契約する。  
 
第１条　この契約の内容は、次のとおりとする。  
　　１．契約金額　単価１ℓあたり　　　　円（消費税を含む。）とし、  
　　　　　　　　　期間中の供給総量に単価を乗じた金額とする。  
　　２．供給期間　　令和　　年　　月　　日～令和　　年　　月　　日  
 
第２条　この契約に基づく契約金額については、甲に係る供託物が公職選挙法

第９３条の規定により阪南市に帰属（没収）することにならなかった

場合においては、乙は阪南市の定める限度内で市長に請求するものと

する。  
　ただし、当該請求金額が契約金額より少ないときは、甲は乙にその

不足分を支払うものとする。  
２　供託物が阪南市に帰属することになる場合は、甲は乙に全額を支払

うものとする。  
 

第３条　この契約に定めるもののほか、必要な事項は、甲・乙が協議して定め

るものとする。  
 
　上記契約を証するため、本書２通を作成し、甲・乙記名押印のうえ各１通を

保有する。  
 
　令和　　年　　月　　日  
 
 甲（候補者）  
 住　所   

 氏　名  ○印  
 乙（事業者）  
 住　所   

 氏　名  ○印


